
平成２７年度 石川県教育委員会・中能登町教育委員会指定 

いしかわ道徳教育推進事業 道徳教育推進校 

「人と地域を生かした道徳教育講座」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年１０月１５日（木） 

中能登町立鳥屋小学校 

【研究主題】 

自分の思いや考えを伝え合い深め合う子の育成 

～家庭・地域と連携した道徳教育を通して～ 

保護者からの手紙 

グループでの考えの共有 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学校道徳教育目標 

 児童の道徳的な判断力，心情，意欲の向上 

 

研究構想図（Plan） 

自分の思いや考えを伝え合い深め合う子の育成 
～家庭・地域と連携した道徳教育を通して～ 

重点Ⅲ 

 
 

 焦点化，視覚化，共有化を取り

入れ，道徳的な判断力，心情，

意欲を高める授業づくり 

 

 

重点Ⅰ 

家庭・地域との連携 

 地域の教育力（人材・教材） 

の活用 

 家庭・地域への情報発信 

 

ユニバーサルデザインの 

視点を取り入れた授業づくり 

重点Ⅱ 

ねらいに迫る発問の工夫 

 道徳的価値の自覚を深める発問

の検討 

学びを支える基盤づくり 

 伝え合う力の育成 

 環境整備（道徳コーナー，教材の共有） 

 全校でのあたたかい人間関係づくり（あいさつ運動，とりやっ子タイム， 

なかよしプールなど） 

児童の実態（Research） 

【課題】 

 大部分の児童が良好な対人関係を築けるが，思いやりや協力する態度に個人差が大きい。 

 挨拶ができない児童が多い。 

 自分の考えや意見を積極的に表現することが苦手な児童が多い。 

児童アンケートより（肯定的評価） ６月 

（対人関係について） 

 あなたは，人の気持ちを考えていますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８９．３％ 

 あなたは，ありがとうやごめんなさいが言えますか。・・・・・・・・・・・・・・８７．５％ 

（基本的な生活習慣・規範意識について） 

 あなたは，明るく元気な声であいさつすることができますか。・・・・・・・・・・７９．８％ 

 あなたは，宿題や勉強道具を忘れないよう気をつけていますか。・・・・・・・・・８４．７％ 

 あなたは，学校生活のきまりを守ろうとしていますか。・・・・・・・・・・・・・８８．６％ 

（学習について） 

 あなたは，授業中に進んで意見や考えを発表しようとしていますか。・・・・・・・７４．３％ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の教育力（人材・教材）の活用 

ゲストティーチャー ビデオレター 

保護者からの手紙 

２年生「町探検」 

３年生「大豆の種まき」 

５年生「米づくり体験」 

６年生「エコバックづくり」 

重点Ⅰ：家庭・地域との連携（Do） 

様々な活動で

地域の方と交流

する。 

道徳授業における地域の人材・保護者の活用 

「ふるさとをはぐくむ 

どうとくいしかわ」の活用 

地域の方々との交流 

 

「ふるさとをはぐくむ 

どうとくいしかわ」の映

像資料集を活用する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域への情報発信 

学びを支える基盤づくり（Do） 

 

 

 

あたたかい人間関係づくり 伝え合う力の育成 

学校の考え方や，授業の様子

を家庭に紹介する。 

異学年で活動すること

によって，あたたかい人

間関係づくりを学ぶ。 

考えを伝え

合うために必

要な力を明確

にする。 

重点Ⅰ：家庭・地域との連携（Do） 

道徳だよりの発行 土曜授業での道徳授業公開 

 

あいさつ運動 

 

なかよしプール 

 

縦割り班発足集会 

 

鳥屋っ子タイム 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳的価値の自覚を深める発問 

重点Ⅱ：ねらいに迫る発問の工夫（Do） 

１年生「デカとぼく」 ３年生「うれしくおもえた日から」 

５年生「ぼくの愛する千枚田」 ６年生「思いやりの心で」 

【中心発問】 

《坂牧さんはどんなこと

を考えてデカのお世話

をしていたのかな》 

 坂牧さんの心情の変

化を問う。 

【中心発問】 

《ぼくはなぜ千枚田を守

っていきたいと思った

のだろうか》 

 「ぼく」の千枚田への

強い思いを問う。 

【中心発問】 

《へとへとになるまで頑張

った時のしょう君はどん

な気持ちだったかな》 

 主人公が「自分のいい所

に気付く」場面を問う。 

【中心発問】 

《わたしは茶道教室でどん

なことを学んだのかな》 

 茶道教室で「わたし」が

学んだとことを問う。 

 

 

 

環境整備 

【振り返り発問】 

〈みんなは，これからどんなことを考えて動物や

植物のお世話をしたいですか〉 

【振り返り発問】 

〈お家の人からの手紙を読んで，どう思ったか

な〉  

【振り返り発問】 

〈みんなは，ふるさとに昔から伝わるものを守る

ためにどんなことをしていこうと思いますか〉 

 

【振り返り発問】 

〈どんな場面でどんな形にして相手に思いやりの心

を伝えていくかな〉 

道徳コーナー 

教材の共有 

 

全職員で，道徳授業

で用いた教材を共有

できるようにする。 

全クラスで道徳コ

ーナーを設置し，これ

までの学習の足あと

を掲示する。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点Ⅲ：ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくり（Do） 

焦点化 

 

 

考えの交流の工夫 

共有化 

ペア グループ 

ペアでの話し合いでは，お

互いに自分の考えを語り合

い，感想を言い合う。 

一斉 

主人公の「わた

し」に焦点を当て，

心の変化を考えさ

せることで，ねら

いに迫る。 

話し合い活動の形態を工夫する

ことで，より多くの友だちの考え

を聞く場を設定し，より多様な考

えに触れ自分との違いや新たな気

付きを語るようにする。 

他のグループの話し合いの成

果を見回りながら交流する。 

グループでの話し合いで

は，より多様な考えに触れ

るために，交流の仕方を工

夫する。 

ある場面に焦点

を当て，考えさせ

ることで，その場

面の気持ちを考え

やすくする。 

友だちの考えを聞いた後，

自分の考えを書き込む。 

心情の焦点化 考える場面の焦点化 



  

 

 

思考の視覚化 

視覚化 

ネームカード 表情絵 

構造的な板書 

顔の表情で心情を表す。 

必要最小

限のキーワ

ード・場面

絵・写真を提

示する。 

気持ちの対比を視覚的に分かりやすくするために

【－】の気持ちは青線，【＋】の気持ちは赤線で囲む。 

中心発問での意見は，【ハート】で囲む。 

児童の興味

関心を高める

とともに，資料

への方向付け

をする。 

映像資料の活用 キーワード・場面絵・写真の提示 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と課題（Check） 

【成果】 

≪児童≫ 

○ アンケートの全項目で改善が見られた。 

（特に対人関係・規範意識に対して） 

○ 授業ではキーワード・表情絵をもとに，自分の考え・思いを表出するこ 

とができる児童が増えた。 

○ 身近な題材を用いることで，より自分自身の問題として考えることがで 

きる児童が増えた。 

≪教師≫ 

○ 中心発問を意識した授業設計をすることで，資料分析の考え方が職員間で共通理解できた。 

○ ゲストティーチャーや保護者からの手紙は，興味関心を高めるには効果的だった。 

 

【課題】 

≪児童≫ 

○ 挨拶・発言意欲は６月と比較して改善できたが，依然として数値が低い。特に，発言意欲の数値が低く，

発表することに自信が持てない児童が多い。 

≪教師≫ 

○ 「中心発問」と「振り返り発問」のつながりが難しく，児童が道徳的価値について自分自身のこととして

深められないことがあった。 

○ 自分の考えを共有化する場面で，一方的に発表するだけでお互いの意見の 

交流がなく，深め合うことができなかった。 

児童アンケートより（肯定的評価） ９月 

（対人関係について）                               ６月との比較 

 あなたは，人の気持ちを考えていますか。・・・・・・・・・・・・・・９１．５％  ２．２％UP ↑ 

 あなたは，ありがとうやごめんなさいが言えますか。・・・・・・・・・９３．８％  ６．３％UP ↑ 

（基本的な生活習慣・規範意識について） 

 あなたは，明るく元気な声であいさつすることができますか。・・・・・８２．９％  ３．１％UP ↑ 

 あなたは，宿題や勉強道具を忘れないよう気をつけていますか。・・・・８９．７％  ５．０％UP ↑ 

 あなたは，学校生活のきまりを守ろうとしていますか。・・・・・・・・９３．６％  ５．０％UP ↑ 

（学習について） 

 あなたは，授業中に進んで意見や考えを発表しようとしていますか。・・７９．７％  ５．４％UP ↑ 

 児童の発言意欲を高めるために，児童への個別の支援と学級全体の雰囲気作りや発表力の向上に向

けた取り組みをしていく。 

 道徳的価値を深めるための，適切な中心発問・振り返り発問・補助発問をこれまで以上に検討して

いく。（特に，中心発問から振り返りの進め方の改善） 

 地域の教育力（ゲストティーチャー等）をさらに効果的に活用するために，「どんなねらい」「どの

場面」「どのような内容」で授業の中に取り入れるのかを，授業設計する際，十分に検討していく。 

 学校からの情報発信の充実と，家庭・地域との連携の方法を検討していく。 

今後に向けて（Action） 


